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今月のみどころ
・ 富士川町朝市よりみちマー
ケット 1周年＆ワールドグ
ルメプラザ開催

【くらしのカレンダー】
・ 高齢者インフルエンザ予防接
種費の助成について
・10月開催各種相談会

ポニーさんこれ食べる？♪
（９月９日富士川町民図書館おはなし会　ミニ動物園）



１周年フェスタ 富士川ブース
が登場します！
◇商工会青年部
　『富士川焼うどん』
◇日出づる里活性化組合
　『つきたて柚子餅』
◇平林活性化組合　『採れたて野菜』
◇ＪＡ直売所　『町内産新鮮野菜・果物』
◇鰍沢元気会　『商店街商品多数』
◇塩の華　『小麦まんじゅう』など
◇つくたべかん、十谷地区郷土料理『みみ』

●お楽しみ抽選会　●バルーンアート
●やまなし国文祭PR　●みのぶ線市　ほか

【お問い合わせ】富士川町商工観光課　22－7202

同日
開催 イベント
リユース食器の
貸出し料をいた
だきます

環境にやさしいイ
ベントを目的にリ
ユース食器を使用
いたします。試食
の際は貸出し料
100 円をいただき
ますのでご協力を
お願いします。

主催：富士川町国際交流協会　協力：富士川町ボランティア活動推進協議会【お問い合わせ】町民生活課　22-7209

第17回ますほワールドグルメプラザ

場内開催
イベント

ステージ
10：00～
◇フラメンコショー
　（小林陽子身体表現研究所）
◇日本舞踊（桜扇会）
◇和太鼓演奏
　（まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓）

ホール内
10：00～ 11：50
● 射的、コマなど昔ながらの遊
びを体験できます。

●コマ作り体験コーナー
● 昔の手作り遊具や日本語教室
生徒の作品を展示します。

毎月第2・第4日曜日開催中
よりみちマーケット 抽選券 朝市

専用
この抽選券を切り取り
当日、朝市会場まで
お持ちください。

1 抽選券で
1回、当日
限り有効

世界の を通じて交流しよう世界の食を通じて交流しよう
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朝
市
１周年フェスタ

　昨年9月から毎月第二・第四日曜日に開催している「富士川町朝市よりみちマーケッ
ト」が1周年を迎え、記念イベントとして開催いたします。
　当日は、通常の販売に加えイベント時のみ販売する「つきたて柚子餅」「富士川焼き
うどん」「富士川塩やきそば」などを特別販売いたします。また、町内特産品などが当
たる抽選会を行います。右上の抽選券を切り取り会場へお越しください。

10/28（SUN）

開催時間：8：30⇒14：00
会場：富士橋西側町有地

第17回ますほワールドグルメプラザ
開催時間：10：00⇒13：00

会場： ますほ児童センター前庭
世界の料理大試食会 参加予定国はこちらです。

日　本 中　国 ブラジル イタリア タ　イ

食
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備える
　9月1～2日に町内各地区にお
いて、防災訓練が行われました。
　当日は、各地区と災害対策本部（役
場本庁）との情報伝達訓練や参集訓
練・消火訓練・炊き出し訓練などが
行われました。

≪避難する際の注意点≫
　・近隣への声かけをする
　　　（無理のない程度）
　・地区で決められた避難場所に集まる
　・組単位で安否確認及び救出支援を行う

【災害対策本部設置訓練】
　9月2日（日）午前8：
30に震度6強の地震が発
生したことを想定し、役場
本庁舎に災害対策本部を設
置しました。
　災害状況を把握するた
め、各地区から被害状況の
報告を受けるなどの情報伝
達訓練や飲料水供給訓練、
福祉避難所設置訓練、食料
品調達訓練などを行いまし
た。

救出避難訓練（鰍沢福祉センター）

食料品調達訓練（スーパーやまと）

地区防災訓練（鰍沢中地区）

災害対策本部設置訓練

地震直後は まず自分を守る！

①しゃがむ　⇒　あわてず
4 4 4 4

に姿勢を低く！
②かくれる　⇒　体・頭を守って！
③まつ　⇒　揺れが収まるまでじっとして！

　災害時に隣近所で助け合う
「共助」は非常に大事です。
　しかしながら、大きな地震の
揺れの直後に、まず行うのは、
自分の身を守るための「自助」
であり、自身の安全を確保した
うえで、はじめて「共助」を行
うことが可能となります。
　地震直後は3つの安全行動
（しゃがむ　→　かくれる　→
まつ）を行ってください。

【お問い合わせ】
　総務課安全安心推進室
　☎22－7201

★地震直後の自分を守る3ステップ

地震ワンポイント
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保
育
所

【
町
立
保
育
所
及
び
私
立
た
ん
ぽ
ぽ

子
ど
も
の
家
保
育
園
】

　
保
育
所
で
は
、
入
所
を
希
望
さ
れ

る
ご
家
庭
を
対
象
に
、
保
育
内
容
、

入
所
資
格
な
ど
下
記
日
程
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

入
所
説
明
会

　
日
時 

10
月
25
日
（
木
）

 

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

　
場
所 

 

町
民
会
館
1
階
和
室
（
本

庁
舎
東
側
4
階
建
物
）

※ 

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
本
庁
舎

東
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
入
所
申
込
み

　

 　
申
込
用
紙
は
、
説
明
会
当
日
ま

た
は
10
月
26
日
（
金
）
か
ら
役
場

1
階
子
育
て
支
援
課
窓
口
で
お
渡

し
し
ま
す
。
申
込
み
に
必
要
な
書

類
を
添
え
て
、
申
込
受
付
日
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

富
士
川
町
以
外
の
市
町
村
の
保
育

所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
子
育
て

支
援
課
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
日
程

　
日
時 

11
月
8
日
（
木
）

 
午
前
9
時
〜
正
午

　
場
所 
本
庁
舎
1
階
会
議
室

※ 

受
付
日
以
降
は
、
子
育
て
支
援
課

で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
│
7
2
2
1

幼
稚
園

【
峡
南
幼
稚
園
園
児
募
集
】

　

 　
本
園
は
、
3
〜
5
歳
の
縦
割
り

ク
ラ
ス
編
成
に
よ
る
モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
教
育
が
特
徴
で
、
子
ど
も

の
意
欲
と
優
し
さ
を
育
て
ま
す
。

　

 　
午
後
に
は
、
年
齢
別
一
斉
活
動

も
行
い
ま
す
。

◆
募
集
人
員

　
3
歳
児　
30
名
（
満
3
歳
〜
）

　
4
・
5
歳
児　
若
干
名

　
2
歳
児
ク
ラ
ス　
15
名

◆
保
育
時
間

・
3
〜
5
歳
児

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
3
時

・
2
歳
児

　

 

週
2
回
、
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

1
時

◆
預
か
り
保
育

　

 　
午
前
8
時
〜
保
育
時
間
終
了
後

午
後
6
時
ま
で（
預
か
り
保
育
は
、

長
期
休
業
中
も
行
い
ま
す
。）

入
園
説
明
会

　
日
時 

10
月
19
日
（
金
）

 

午
後
2
時
〜

　

 （
駐
車
場
は
、
園
舎
南
側
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
）

◆
願
書
受
付（
2
歳
児
ク
ラ
ス
含
む
）

　
日
時 

11
月
1
日
（
木
）

 

午
前
9
時
〜

◆
子
育
て
支
援

　

 

未
就
園
児
及
び
そ
の
親
を
対
象
に

し
た
学
級
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
こ
ひ
つ
じ
学
級
）

　
毎
月
第
3
土
曜
日

　
午
前
9
時
40
分
〜
午
前
11
時

　
 　

講
師
を
囲
ん
で
子
育
て
に
関
す

る
お
し
ゃ
べ
り
、
お
子
さ
ん
は
在

園
児
や
先
生
と
遊
び
ま
す
。

（
こ
ば
と
学
級
）

　
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

　
午
前
9
時
40
分
〜
午
前
11
時

　

 　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
身
体
活

動
、
製
作
な
ど
親
子
で
楽
し
く
遊

び
ま
す
。

・
保
育
中
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

・ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
幼
稚
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
南
幼
稚
園　
☎
22
│
0
6
0
4

　
保
育
所
及
び
幼
稚
園
の
入
所
（
園
）
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
入
所
（
園
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
ま
た
は
願
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

保育所 と 幼稚園 の違い
　保育所と幼稚園では、次の表のとおり違いがありますので、お知らせします。

保　　　育　　　所 区　分 幼　　　稚　　　園
児童福祉法に基づく児童福祉施設 施設の性格 学校教育法に基づく就学前教育機関
地方公共団体（主として市町村）社会福祉法人、
財団法人（民法法人）

設 置 者 国、地方公共団体（主として市町村）、学校法
人、宗教法人、その他の法人、個人。

「保育に欠ける」（注 1）児童を保育すること
を目的とする。（養護と教育）

目 的 児童を保育し、適当な環境を与えて、その心身
の発達を助長することを目的とする。

0 歳児から就学前までの乳幼児 入所の年齢 満 3歳の誕生日から就学前までの幼児
保護者が、仕事や病気等の理由で、家庭での保
育ができない場合

入所の基準 特に条件はなく、保護者の意思で申込み入園す
ることができる

保護者の所得税額や市町村民税の課税状況、児
童の年齢で決定

保 育 料 幼稚園が設定した一律の保育料
※就園奨励費の制度があります。（注 2）

原則として 1日 8時間で、保護者の労働時間、
地域の実情を考慮し、町長が決定する。日曜、
国民の祝日等のほか、休日は行わない。

保 育 時 間 原則として 1 日 4 時間で、園長が決定する。
日曜、国民の祝日等のほか、夏季、冬季、春季
にわたる休日がある。
※上記以外に長時間保育や預かり保育を実施し
ています（注 2）

（注 1）保育に欠ける児童とは、保護者や同居の親族が、働いていたり、病気などのため、家庭でお子さんを保育できない場合を言います。
（注 2） 就園奨励費とは、所得に応じた扶助制度です。また、預かり保育とは、保育時間以外にお子さんを預かる制度です。詳細につい

ては、峡南幼稚園にお問い合わせください。
※上記比較表につきましては、保育所及び幼稚園の原則を比較しておりますので、詳細については、それぞれにお問い合わせください。

平成25年度

保
育
所
へ
の
入
所（
園
）に
つ
い
て

幼
稚
園

ご注目！
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◆
事
業
内
容

①
荒
廃
森
林
再
生
事
業

　
木
が
込
み
合
っ
た
ス
ギ・ヒ
ノ
キ・

ア
カ
マ
ツ
・
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
人
工

林
の
間
伐

②
里
山
再
生
事
業

　
集
落
に
近
い
所
に
あ
る
ヤ
ブ
化
し

た
里
山
で
の
伐
り
払
い
整
理

③
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
事
業

　
植
え
た
け
れ
ど
、
木
が
育
た
な
い

場
所
や
植
栽
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る

山
林
で
の
広
葉
樹
の
植
え
付
け
と
そ

の
後
の
育
林
作
業

◆
事
業
実
施
に
伴
う
制
約

　
事
業
に
よ
り
20
〜
30
年
間
は
、
森

林
（
山
林
）
以
外
に
地
目
を
変
更
し

た
り
、
木
を
一
度
に
全
部
切
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、所
有
者
、事
業
者
（
森

林
組
合
な
ど
）、
県
の
三
者
で
協
定

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

　
条
件
に
よ
っ
て
は
事
業
が
実
施
で

き
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
峡
南
林
務
環
境
事
務
所

森
づ
く
り
推
進
課

　
☎
0
5
5
│
2
4
0
│
4
1
7
8

農
林
振
興
課
農
林
振
興
担
当

　
☎
22
│
7
2
1
4

峡
南
森
林
組
合

　
☎
27
│
0
2
3
1

◆
募
集
人
員

　
2
名

（
委
員
は
、
公
募
委
員
と
町
政
に
つ

い
て
識
見
を
有
す
る
委
員
と
合
わ
せ

て
10
名
程
度
で
す
）

◆
応
募
資
格

・ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上

の
方

・ 

平
日
の
夜
に
開
催
す
る
会
議
に
参

加
で
き
る
方

◆
任　
　
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
概
ね
1
年
程
度

（
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
の
日

ま
で
）

◆
開
催
回
数

　
2
回
〜
3
回
程
度

◆
報　
　
酬

　
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
応
募
方
法

　
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
次
の
応
募
先
に
郵
送
ま
た

は
持
参
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
さ
れ
た
応
募
申
込
書
は
返

却
し
な
い
も
の
と
し
、
ま
た
委
員
の

選
考
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。

　
応
募
申
込
書
は
、
役
場
企
画
課
お

よ
び
分
庁
舎
の
各
窓
口
に
設
置
し
ま

す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
10
月
1
日（
月
）〜
10
月
19
日（
金
）

ま
で
（
必
着
）

◆
選
考
方
法

　
応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選
考

の
う
え
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
委
員
の
選
考
結
果
は
10
月
末
日
ま

で
に
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
4
0
0
│
0
5
9
2

富
士
川
町
天
神
中
条
1
1
3
4

　
企
画
課
政
策
推
進
担
当

　
☎
22
│
7
2
1
6

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
（
重
度
医
療
）
は
、
重
度
の
心
身

障
害
者
が
負
傷
疾
病
等
で
通
院
・
入

院
な
ど
に
よ
り
治
療
を
受
け
た
場
合

に
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

【
受
給
対
象
者
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら
3
級

を
所
持
す
る
方

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
A
の
手

帳
を
所
持
す
る
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

又
は
2
級
を
所
持
す
る
方

④
障
害
年
金
を
受
給
す
る
方
で
、
障

害
程
度
が
1
級
又
は
2
級
の
方

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
を
所
持

す
る
方

※ 
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
更
新
手
続
を
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
受
給
資
格
を
失

い
ま
す
。

※ 

受
給
対
象
者
に
は
、
す
で
に
通
知

し
て
お
り
ま
す
。「
対
象
に
な
る

が
通
知
さ
れ
て
い
な
い
」
と
言
う

こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
、
申
請
窓
口

　
福
祉
保
健
課
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
7

　

山
梨
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
を
財
源
と
し
て
、
森
林

の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
森
林
環
境

保
全
推
進
事
業
を
新
た
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、

森
林
所
有
者
が
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
、
森
林
の
手
入
れ
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
第
1
次
富
士
川
町
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
『
富
士

川
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
』
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
富
士
川
町
行
政
改
革

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
プ
ラ
ン
に
関
す
る
意
見
や
助
言
な
ど
を
様
々
な
方

か
ら
お
聴
き
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
、
町
民
の
中
か
ら
委
員
会

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ま
へ

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ま
へ

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
の

更
新
に
つ
い
て

「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
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　町の主要施設などを町の皆さまに知っていただくため、「ふじかわ町政バス」を実施します！
　今年度第2回目の実施となる今回は、郷土の味「みみ」の調理体験を行い、郷土料理に親しんでいただき
たいと思います。ほかにもラ・フランス農園を訪ねます。

◆日　　時 10月31日（水）午前10時～午後3時
◆内　　容  つくたべかん、町内企業（ラ・フランスますほもちづき農園）、塩の華・スポーツミュージア

ムなどを見学します。つくたべかんでは、郷土料理みみの調理体験を行います。
◆対　　象 町内在住の方ならどなたでも結構です。
 ただし、小学生以下は大人の方同伴とします。
◆参 加 費 1,000円（昼食・体験料を含む）
◆募集定員 30名（先着順）
◆募集期間 10月1日（月）～19日（金）（土日祝日は除く）
◆申込方法 電話、FAXまたはメール
◆申込・問い合わせ先
 企画課広聴広報担当　☎22－7216　FAX 22－3177
 メール　kikaku@town.fujikawa.lg.jp
 ※参加される方のお名前・住所・年齢・ご連絡先を明記してください。
※参加者には、詳しい日程などを後日通知します。

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
平
成
24
年
度
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
」
を
受
け
購
入
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◀
小
林
区

長
胴
太
鼓
（
欅
）、
長
胴
用
四
角
台

キ
ャ
ス
タ
ー
付
（
1
尺
5
寸
3
台
、

1
尺
4
寸
2
台
）

◀
鰍
沢
ば
や
し
保
存
会

長
胴
太
鼓
、
平
置
台
、
布
ケ
ー
ス

（
1
尺
4
寸
、
1
尺
6
寸
各
2
台
）

▲

▼

防災用簡易無線機35台を小林区・
大椚区・青柳町区・小室区に配備
しました。

参加者
募集

第2弾！　町政バスが出発します !!

富士川町を味わおう！

宝く
じ助成金により
購入し

ました！
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【
障
害
者
と
は
？
】

　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
な
ど
、

心
身
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
や

社
会
生
活
に
制
限
を
受
け
る
方
な
ど

を
言
い
ま
す
。

【
障
害
者
虐
待
と
は
？
】

①
擁
護
者
（
家
族
）
に
よ
る
虐
待　

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ

る
虐
待　
③
使
用
者
（
事
業
主
や
従

業
員
）に
よ
る
虐
待　
を
言
い
ま
す
。

【
虐
待
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の

か
】

①
身
体
的
虐
待　
②
性
的
虐
待　
③

心
理
的
虐
待　
④
放
棄
・
放
任
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）
⑤
経
済
的
虐
待

が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施

行
を
契
機
に
、障
害
者
虐
待
に
加
え
、

高
齢
者
の
虐
待
、
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
（
D
V
）
の
未
然
防
止
、
早
期
発

見
お
よ
び
保
護
、
ま
た
当
事
者
や
擁

護
者
等
へ
の
適
切
な
支
援
を
行
う
た

め
に
、
県
・
警
察
・
医
師
・
福
祉
事

務
所・地
域
代
表
者
な
ど
に
よ
る『
富

士
川
町
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
』
を
設
置
し
ま
す
。

　
『
虐
待
が
疑
わ
れ
る
と
き
』『
相
談

が
必
要
な
と
き
』
は
左
記
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
地
域
で
の
見
守
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
の
情
報
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
障
害
者
】

町
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
（
峡
南
圏
域

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
0
8
0
│
8
8
6
5
│
6
5
6
6

福
祉
保
健
課
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
7

【
高
齢
者
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
│
4
5
1
5

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
担
当
・
福
祉

担
当

　
☎
22
│
7
2
0
7

【
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
D
V
）】

D
V
相
談
ナ
ビ

　
☎
0
5
7
0
│
0
│
5
5
2
1
0

町
民
生
活
課　
生
活
推
進
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
9

　
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
が
障
害
者
の
尊
厳
を
害
し
、
障
害
者
の
自
立

お
よ
び
社
会
参
加
の
た
め
虐
待
を
防
止
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
障
害
者
の
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
擁
護
者
に

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）
を
制
定
し
、

10
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　「あなた」からの連絡が子どもを虐待から守る
大きな第一歩となります　

　町では、子どもを虐待から守るために子どもに関係するさまざまな機関からなるネットワークを作っていま
す。このネットワークの関係機関は、子どもの虐待を発見しやすい立場にあるため、いち早く連携・協力をし
ながら虐待防止に努めています。
　児童虐待は子どもの重大な人権侵害となるばかりか、時には生命を脅かしたり、心身に大きな傷跡を残して
しまうことも少なくありません。
　子どもたちが犠牲になる悲惨な状況を改善するためには、早期発見と早期対応が重要です。あなたのまわり
に「虐待を受けたと思われる子ども」がいる場合には、迷わずに子育て支援課に連絡（通告）してください。
連絡した人が特定されないように秘密は守られます。
　通告は子どもを守るためのものですが、虐待を行った保護者への支援にもつなげていきます。
　また、子育て支援課では子育てに関する様々な相談も受付けています。子育てには悩みや不安がつきもので
す。ひとりで抱え込まず、ぜひ気軽に相談窓口（平日8時30分～午後5時15分まで）をご利用ください。

　【児童虐待に関する連絡先】 子育て支援課　22－7221（夜間休日も対応します）
 児童相談所全国共通ダイヤル　0570－064－000
 （24時間対応、最寄りの児童相談所につながります）

障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
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［8月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

富士川町下水道台帳作成業務委託 町 内 4,350,000 オリジナル設計㈱山梨事務所
公共下水道管渠実施設計業務委託（その 1） 鰍 沢 4,280,000 ㈱ケイコンサルタント
公共下水道管渠実施設計業務委託（その 2） 最勝寺・青柳町 4,840,000 ㈱富士エンジニアリング
橋梁点検及び橋梁長寿命化基本計画策定業務委託 町 内 4,300,000 ㈱ サ ン ポ ー
土砂災害等ハザードマップ作成業務委託 町 内 4,300,000 三和航測㈱甲信支社
町道最勝寺小林 1号線外舗装打換工事 最 勝 寺 13,280,000 ㈱ 早 野 組
町道利根川添 1号線舗装打換工事 天 神 中 条 8,100,000 ㈱ 輪 田 道 路
町道中田新道線舗装打換工事 鰍 沢 2,100,000 丸 浜 舗 道 ㈱
十谷地内消火栓、給水管移設補償工事 十 谷 747,000 高 橋 商 事 ㈲
第 1水源北側道路配水管布設替工事 最 勝 寺 7,050,000 ㈲ 井 上 設 備 工 業
林道北山線舗装工事 𣇃 米 1,630,000 ㈱ 加 藤 建 設
青柳汚水枝線 32－2－24－3 号管布設工事 最 勝 寺 12,740,000 ㈱ 巽 建 設

　
都
留
市
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

山
本
美
香
さ
ん
が
、
内
戦
状
態
の
シ

リ
ア
で
取
材
中
に
銃
撃
さ
れ
死
亡
し

た
と
い
う
報
道
は
、
私
に
と
っ
て

も
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
な
出
来
事
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
今
年
の
6
月
29

日
に
ぴ
ゅ
あ
峡
南
で
講
演
を
聴
い
た

ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

現
場
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
取
材
す
る
「
ビ

デ
オ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
の
日
本
の

先
駆
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
山
本
さ

ん
。

　
山
本
さ
ん
が
初
め
て
取
材
し
た
の

は
、
雲
仙
・
普
賢
岳
の
大
火
砕
流
で

し
た
。
そ
の
後
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
や
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
数
多
く
の
戦

場
を
身
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
も
取

材
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
戦

争
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
女
性
や
子

ど
も
な
ど
、
一
般
市
民
の
生
活
を
あ

り
の
ま
ま
に
伝
え
た
い
」「
女
性
だ

か
ら
こ
そ
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　
ぴ
ゅ
あ
峡
南
で
の
講
演
で
は
、
紛

争
地
の
女
性
と
子
ど
も
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

　
〈
女
性
た
ち
が
抱
え
て
い
る
問
題
〉

の
一
番
の
ネ
ッ
ク
は
、
イ
ス
ラ
ム
教

に
関
わ
る
こ
と
で
し
た
。
女
性
に
対

し
て
厳
し
い
地
域
が
多
く
、
結
婚
は

強
制
結
婚
。
離
婚
は
不
可
。
家
庭
内

暴
力
が
す
ご
く
、
夫
の
み
で
な
く
舅

も
一
緒
に
D
V
を
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
戦
時
ス

ト
レ
ス
や
悪
い
衛
生
状
況
・
病
院
数

が
少
な
い
な
ど
の
た
め
に
、
出
産
時

に
子
ど
も
や
母
親
が
死
亡
す
る
こ
と

が
多
い
と
の
こ
と
。
安
心
し
て
肌
を

見
せ
ら
れ
る
女
性
の
医
者
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
読
み
書
き

が
で
き
る
人
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

必
要
な
情
報
を
入
手
で
き
な
い
た
め

に
様
々
な
不
利
益
を
被
る
ば
か
り
で

な
く
、
社
会
的
な
権
利
が
大
幅
に
制

約
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
〈
子
ど
も
た
ち
の
問
題
〉
は
、「
地

雷
や
不
発
弾
で
命
を
落
と
し
た
り
、

怪
我
を
し
た
り
し
て
い
る
子
ど
も
が

い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
多
く
の
子
ど

も
は
心
に
傷
を
負
っ
て
い
て
、
重
度

の
ト
ラ
ウ
マ
に
よ
り
精
神
疾
患
を
生

じ
て
い
る
こ
と
。」
で
す
。
心
に
深

く
傷
を
残
し
て
し
ま
う
の
が
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
世
界
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
・
紛
争
地
の
人
々
の
存
在
を
伝
え

る
こ
と
で
、
ど
う
し
た
ら
彼
ら
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
と
取
材
を
続

け
て
き
た
山
本
さ
ん
。
彼
女
の
死
を

忘
れ
ず
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か

考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

紛争地の女性と
子どもを取材して

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

（9）平成 24. 10 月号　No.31



森田　陽
ひ

葵
びき

くん
6歳

（鰍沢南）
　ママと夕方キャッチボールをし
たところを書きました。とても楽
しかったです♪

の光景、周りの人の会話やしぐさ、光を見て感じたことを
メモしたりしていますし、ニュースや新聞などの情報から
インスピレーションを得ることもあります。
　自分の人生に関するすべてのものが積み重なり、その積
み重なった経験から私の映画は生まれてきます。原作・脚
本などが自分の体の中を通過してから映像が作られるイ
メージです。だから、原作者・脚本家などには、一番最初
の観客になってもらいたいと常に思っています。今までの
作品の原作者などには高い評価をいただいていて、大変幸
せなことだと思っています。

Q．今回の映画製作ワークショップについて
　自分が生まれ育った場所で自分の子どもを育てたいと
いう思いから、十数年前にこの町に帰ってきました。町
のために何かしたいという思いは常に持っていましたが、
具体的に何をすればよいのか分からずにいました。そんな
折、娘たちが所属するスポ少のソフトボール部の試合を観
にいったときにチームの監督やコーチが「もっと試合を楽
しめ、もっとソフトボールを楽しまなきゃダメだ」と指導
している姿を目にしました。「勝負事は勝たなきゃダメだ」
という勝手なイメージでいた自分でしたが、この言葉に感
動し、またすばらしい指導をしてくれている監督やコーチ
にすごく感謝をしました。また、この言葉を聴いたときに
「子ども達に映画の楽しさ・すばらしさを伝えたい」と思
うようになったのが、今回のワークショップの開催につな
がりました。
　このワークショップを通じて、ものづくりの楽しさや自
分の中に秘めた可能性の発見などにつながればうれしい
ですね。また、わが町・富士川町が「クリエイターが生ま
れ育つ町」になってくれたら更にすばらしいですね。

映画の楽しさを伝えたい
Q．映画監督になるキッカケは？
　高校3年生のときに隣の席の子がすごく映画が好きで、
よく映画の話をしてくれました。その話がすごく興味深く、
すぐに彼と意気投合しました。それから映画に興味をもち、
自分でも観に行くようになりました。学校をサボって友達
数人と甲府まで映画を観に行ったりもしました。
　当時一番衝撃を受けた映画がダスティン・ホフマン主演
の『卒業』でした。この映画に出会ってはじめて映画を作
りたいと思うようになりました。それが私の映画人生の始
まりです。高校3年生だったので、当時日本で唯一映画
を教えてくれる日大芸術学部を目指しました。映画を作り
たいと思ってからは映画漬けの毎日で、無事に日大の学生
になってからは毎日のように映画館に通い、年間千本くら
い観ました。あの頃の東京には、いわゆる名画座がたくさ
んあり、日常に映画が溢れている感じでした。
　子どもの頃も銀嶺や南嶺などの映画館に『モスラ』など
を観に行ったことを覚えています。学生の時に作った映画
に、南嶺で撮影させてもらったシーンもあります。
　映画を作り始めてからは、自分の視界に入るもの全てを
映像・映画として捉えるようになりました。何気ない日常

映
画
監
督

矢
崎　
仁
司
さ
ん
（
鰍
沢
北
）

［矢崎仁司監督略歴］
　旧鰍沢町に生まれる。巨摩高校を卒業後、日本大学芸術学
部映画学科に入学、在学中に監督した『風たちの午後』で世
界的評価を得、『三月のライオン』では日本人監督としては
二人目のベルギー王室主催ルイス・ブニュエルの「黄金時代
賞」を受賞。中谷美紀主演の『スイートリトルライズ』他。
現在、山梨を舞台にした小説の映画化を企画中。

映
画
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
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【
短　

歌
】

二
種
類
の
薬
し
っ
か
り
飲
ま
む
と
し
袋
に
日
付
記
し
て
お
き
ぬ

 

望
月
み
よ
乃

ひ
と
り
来
て
耕
す
畑
に
思
ひ
を
り
父
母
と
つ
く
り
し
野
菜
の
数
か
ず

 

保
坂　

公
恵

両
足
に
注
射
う
ち
た
る
そ
の
刹
那
痛
み
に
思
は
ず
息
を
の
み
た
り

 

望
月
さ
か
ゑ

【
俳　

句
】

流
れ
く
る
マ
ー
チ
の
リ
ズ
ム
秋
澄
め
り 

神
田　

初
枝

堰
提
を
落
つ
る
水
音
涼
あ
ら
た 

山
本　

達
雄

鶺
鴒
や
乾
き
き
っ
た
る
水
位
標 

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

新
し
い
触
れ
合
い
が
あ
風
和
む 

深
澤　
　

博

母
の
愛
積
る
思
い
に
胸
う
た
れ 

森
川　

歌
子

菊
作
り
手
塩
に
か
け
て
今
日
も
生
き 

望
月　

忠
子

『ソロモンの偽証　Ⅰ，Ⅱ部』宮部みゆき著
『赤猫異聞』浅田次郎著
『さあ、地獄へ落ちよう』菅原和也著
　　第 32回横溝正史ミステリ大賞
『水のかたち』宮本輝著　『パラリンピックからの贈物』
『千年鈴虫』谷村志穂著　『50歳からはじめる山歩き』
『リッツ・カールトンと日本人の流儀』『澤穂希の拓いた道』
『野蛮な読書』第28回講談社エッセイ賞　『子育て大百科』
『さっさと不況を終わらせろ』ポール・クルーグマン著
『教室の悪魔』　『魚かんたんご飯』　『いじめの直し方』
『トマトジュースレシピ』『りんごのかんたんおうち菓子』

今月のおすすめの本

【弓道】
全日本少年少女武道練成
大会（7月 21日（土）・
日本武道館）
　優秀賞　増穂中学校A
　（男子団体）
　（梶本亜斗・椿虎太郎・杉田楊平・中込望）

【卓球】
全日本卓球選手権大会　ホープスの部
（7月27日（金）～29日（日）・グリーンピア神戸）
　第3位　加賀美利輝（増穂小）

全国ホープス卓球大会
（8月 4日（土）～ 6日
（月）・東京都大田区総合
体育館）
　第3位　増穂クラブ

【お知らせ】
第3回富士川町体育祭り秋季大会
日時：10月21日（日）　午前8時30分開会式
場所：利根川スポーツ広場

読書の秋  食欲の秋  スポーツの秋

お
は
な
し
会

第 3回
富士川町民文化祭文化展

（鰍沢地区）
日頃から取り組んでいる創作活動の成果を発表
します。ぜひご覧ください！

【日　　程】 10 月 27 日（土）～ 29日（月）
 午前 9時～午後 4時
【場　　所】 鰍沢福祉センター
【展示内容】  文芸・写真・書道・絵画・児童生

徒作品・いけ花展・盆栽・読書推
進コーナー・趣味のコーナー・民
俗資料・高齢者作品コーナーなど

◆茶席◆ 10月 28日（日）午前 9時～午後 4時

●問い合わせ先　文化協会事務局☎ 22－5361
　　　　　　　　（富士川町教育委員会内）

10月は休会です。
次回は
　11月 10日（土）
　10時半～
　町民会館 1階和室
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◆
開
催
日
時

　
11
月
4
日
（
日
）

　
正
午
開
場　
午
後
0
時
30
分
開
演

　
場
所　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

【
内　
容
】

　
①
コ
ン
ク
ー
ル
部
門（
ジ
ュ
ニ
ア
）

　
②
発
表
部
門
（
一
般
）

【
入
場
料
】
無
料

町
民
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
開
催

出
場
者
（
モ
デ
ル
）
募
集
！

　
11
月
25
日
（
日・午
後
2
時
予
定
）

に
開
催
す
る
「
富
士
川
町
ス
タ
イ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
2
」
の
出
場

者（
モ
デ
ル
）を
募
集
し
ま
す
。「
私

の
お
気
に
入
り
」
の
ス
タ
イ
ル
で
、

文
化
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
を
貴
方
ら

し
く
輝
い
て
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

セ
ク
シ
ョ
ン
は
3
部
門

●
U
–
12
（
12
歳
以
下
）
部
門

●
U
–
18
（
18
歳
以
下
）
部
門

●
一
般
部
門
・
家
族
も
可

申
込
み　
所
定
の
申
込
用
紙
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。（
用
紙
は
文
化
ホ
ー

ル
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

※ 

未
成
年
者
は
、
保
護
者
が
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

　
文
化
ホ
ー
ル
☎
22
│
8
8
1
1

締
切
り　
10
月
31
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
5
時
ま
で

◆
参
加
条
件

・
町
内
在
住
又
は
在
学
、在
勤
の
方
、

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
。年
齢
不
問
。

・
参
加
者
全
員
で
盛
り
上
げ
る
た

め
、
午
前
〜
午
後
の
通
し
で
参
加
で

き
る
方
。（
参
加
料
：
無
料
）

・
持
ち
物　
衣
服
、
履
物
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
（
ヘ
ア
ー
、
フ
ェ
イ
ス
メ
イ

ク
は
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
ま
す
。）

※ 

事
前
説
明
会
、
11
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時

※
本
番
当
日
は
簡
単
な
リ
ハ
ー
サ
ル

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
）
を

し
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
安
心
し
て

出
演
で
き
ま
す
。
ご
家
族
で
、
職
場

の
仲
間
同
士
で
、
勇
気
を
持
っ
て
単

独
で
、
貴
方
の
素
敵
な
一
日
の
思
い

出
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

■
10
月
20
日
（
土
）
午
後
7
時
開
演

共
催
事
業
・
ロ
ビ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
音
・
語
れ
り　
秋
の
夕
べ
」

♪
歌
、
ピ
ア
ノ
、
尺
八
、
朗
読
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
♪

出
演
…
芦
沢
真
一
（
歌
）、
今
村
み

ゆ
き（
ピ
ア
ノ
）、岩
間
響
風（
尺
八
）、

永
安
健
亮（
朗
読
）、山
形
由
紀
子（
司

会
）

鑑
賞
料　
2
，0
0
0
円（
文
化
ホ
ー

ル
ロ
ビ
ー
・
自
由
席
）

主　
催　
ふ
じ
か
わ
文
化
倶
楽
部

問
合
せ　
☎
22
│
7
8
7
0
（
今
村
）

■
10
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
予
定

「
2
0
1
2
街
角
の
音
楽
会
」
入
場

無
料
・
自
由
席

　
今
年
も
、音
楽
好
き
の
町
の
仲
間
た

ち
が
集
ま
り
ま
す
。
多
彩
な
演
奏
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

■
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
15
時
予
定

「
秋
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

〜
こ
の
秋
も
、
ア
ー
ト
で
元
気
！
〜

会
場　
文
化
ホ
ー
ル
庭
園

　
出
店
者
募
集
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
文
化
ホ
ー
ル
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
や
ま
な
し
国
民
文
化
祭
「
和
太
鼓

の
祭
典
」
の
プ
レ
大
会
の
開
催
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
「
第
24
回
山
梨
県
ふ

る
さ
と
太
鼓
ま
つ
り
」
と
「
第
12
回

山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
と
共
催
し
て
行
い
ま
す
。

　

山
梨
県
内
の
和
太
鼓
の
団
体
、

ジ
ュ
ニ
ア
団
体
の
勇
壮
な
る
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

■
10
月
13
日
（
土
）
午
後
6
時

宝
く
じ
文
化
公
演
「
M
A
S
A
K
O

＆
国
府
弘
子
の
カ
フ
ェ
・
ド
富
士
川

町
へ
よ
う
こ
そ
」
ゲ
ス
ト
中
井
貴
惠

♡
素
敵
な
女
性
た
ち
の
共
演
！

自
由
席
1
，5
0
0
円
（
当
日
2
，

0
0
0
円
）
未
就
学
児
不
可

※ 

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

発
売
中

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

富
士
川
町
国
民
文
化
祭
事
務
局

〒
4
0
0
│
0
6
0
1

富
士
川
町
鰍
沢
1
6
3
9
│
1

☎
22
│
5
3
6
1

「
和
太
鼓
の
祭
典
」

プ
レ
大
会
開
催
決
定
！ マスコットキャラクター

“カルチャくん”

▲「音・語れり　秋の夕べ」昨年の様子
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　皆さんの食卓には、毎日、どのような料理がならびますか？　料理には、肉・魚・野菜・
果物など様々な種類の食材が使われています。
　最近は、消費者の「食」への安全や安心に対する意識が高い傾向にあり、「どこで」「だ
れが」「どのように」生産されたのかが重要視されています。普段、買い物で利用してい
るスーパーや小売店、直売所などでは、商品の前に生産者の写真を掲示したり、食品表示
ラベルに産地、生産者や製造者の住所・氏名を記載することにより、生産者の「顔」がわ
かり、消費者が安心して購入できるような仕組みになっています。
　今月は、野菜を例にとり生産者から食卓まで、どうやって運ばれているのかをご紹介し
ます。
　皆さんも、家族そろって食卓を囲みながら「産地」や「食生活」について話題にしては
いかがでしょうか？

〜
脳
梗
塞
を
未
然
に
防
ぐ
〜

　

脳
梗
塞
の
前
兆
で
あ
る
「
一
過
性

脳
虚
血
発
作
」（
通
称
T
Ⅰ
A
）。
こ
の

「
T
Ⅰ
A
」
を
発
症
す
る
と
、
3
か
月

以
内
に
お
よ
そ
15
％
の
方
が
脳
梗
塞

を
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
血
栓
が
脳
の
血
管
に
詰
ま
る
こ

と
で
発
症
し
ま
す
が
、
血
栓
が
小
さ
い

こ
と
な
ど
か
ら
短
時
間
で
流
れ
る
こ

と
が
多
く
、
平
均
8
分
程
度
で
症
状
が

治
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
T
Ⅰ
A
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。

「
T
Ⅰ
A
」
の
症
状

・ 

身
体
の
片
側
の
感
覚
が
鈍
く
な
る
。

（
感
覚
障
害
）

・ 

物
が
二
重
に
見
え
た
り
、
片
方
の
目

が
見
え
な
く
な
っ
た
り
す
る
。（
視

覚
障
害
）

・ 

突
然
め
ま
い
に
襲
わ
れ
、
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
な
く
な
る
。（
バ
ラ
ン
ス
感

覚
の
障
害
）

・ 

手
に
力
が
入
ら
な
く
な
り
食
事
中

に
箸
を
落
と
す
。（
運
動
障
害
）

・ 

舌
が
も
つ
れ
言
葉
が
出
な
く
な
り
、

意
味
不
明
な
言
葉
を
発
す
る
。（
言

語
障
害
）

　
症
状
が
落
ち
着
い
て
も
、
必
ず
医
師

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〜
脳
梗
塞
か
ら
命
を
救
う
〜

　
ま
た
、
脳
梗
塞
の
発
症
か
ら
3
時
間

以
内
に
治
療
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
、

重
症
化
が
防
げ
る
場
合
も
多
く
、
治
療

が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。次
の
よ
う
な
異
常
が
あ
る
、

ま
た
は
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
す
ぐ
救

急
車
を
呼
び
、病
院
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

脳
梗
塞
チ
ェ
ッ
ク
法
F
A
S
T

・ 

F
（
フ
ェ
イ
ス
）
笑
っ
た
顔
が
片
方

に
ひ
き
つ
っ
て
い
な
い
か
。

・ 

A
（
ア
ー
ム
）
両
方
の
手
が
き
ち
ん

と
上
が
っ
て
い
る
か
。
発
症
し
て
い

る
場
合
は
ど
ち
ら
か
の
手
が
下
が

り
ま
す
。

・ 

S
（
ス
ピ
ー
チ
）
呂
律
が
ま
わ
っ
て

い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

T
（
タ
イ
ム
）
そ
し
て
早
く
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　
脳
梗
塞
予
防
の
た
め
に
も
、
禁
煙
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、適
度
な
運
動
、

ス
ト
レ
ス
の
無
い
生
活
な
ど
生
活
習

慣
の
改
善
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月は、佐藤保健師です。

今月は
農林振興課
農林振興担当です

「
脳
梗
塞
」
か
ら

命
を
守
る
た
め
に

生産者（農家）

食　卓

畑で収穫された野菜
は、卸売市場に集め
られます。

市場で売買された野菜
は、スーパーや小売店
へ運ばれます。

農家から直接仕入れ
る店も増えていま
す。

生産者（農家）
から朝市など
で、直接農作
物を買うこと
ができます。

採れたての農作物を
農家が直接共同直売
所へ運びます。

野菜が食卓に届くまで
～皆さんの食卓にならぶ野菜はどのように運ばれるのでしょう～

共同直売所
生産者直売所

小売業者（スーパー）

卸売市場
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佐野夢加選手が来庁

南小児童「福寿荘」訪問
　9 月 14 日、増
穂南小学校の児童
22 名が福寿荘を
訪問し、おじいさ
ん、おばあさんと、
童謡や手あそびな
どでふれあいまし
た。

　8月 27 日、ロンドンオリンピック・陸
上女子 4× 100mリレーのアンカーとし
て出場した佐野夢加選手が来庁し、志村町
長、秋山体育協会会長に大会中のロンドン
の様子や、本番前までのコンディション調
整、実際にオリンピックに出場して感じた
ことなどの報告をしました。

「ますほジュニアクワイア」被災地訪問
　8月 21 ～ 23 日に「ますほジュニアク
ワイア」が被災地宮城県気仙沼市を訪問し、
8月 22 日には気仙沼市の大谷小学校を訪
問し児童とのふれあいや合唱を披露しま
した。同日、気仙沼市で震災復興コンサー
トが開かれ、被災地の復興を願い合唱曲 3
曲を披露しました。

「地域医療について」地区懇談会
　9 月 3 ～ 11
日の期間に「第
2回地域医療に
ついて」の地区
懇談会が町内
6ヵ所において
開催されまし
た。

鰍中『鰍朋祭』開催！
　9 月 15 ～
16 日、鰍沢
中学校にて第
50 回「鰍朋
祭」が開催さ
れました。

交通・防犯弁論大会
　8月 30 日、増穂中学校
体育館において「第 6 回
鰍沢警察署管内中学生交
通・防犯弁論大会」が行わ
れ、増穂中学校の生徒2名・
鰍沢中学校の生徒 2 名が
発表しました。
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善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆社会福祉協議会へ
一金　　10 万円　大森真理子様（長沢）
　亡父、権蔵様のご遺志により、町の福祉のために
一金　　10 万円　海野利彦様（鰍沢中）
　亡妹、八重子様のご遺志により、町の福祉のために
一金　　10 万円　中澤正幸様（最勝寺）
　亡父、一浩様のご遺志により、町の福祉のために
一金　　10 万円　竹ノ内みさほ様（鰍沢中）
　亡夫、芳明様のご遺志により、町の福祉のために

戸籍の窓
自 8月 1日　至 8月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 最　勝　寺 天野　季音 （り　ん） 女 浩　二
 大　久　保 深澤　龍空 （り　く） 男 博　行
 𣇃　　　米 豊田　裕輝 （ゆうき） 男 裕　彦
 長　　　沢 小林　　歩 （あゆむ） 男 裕　也
 青　柳　町 名取　聖流 （せ　な） 男 修

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 青　柳　町 望月　　勝 亜　弥 （ 望 月 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 矢﨑　 倉 96 美 代 子
 〃 佐塚　豊子 87 良　　長
 天 神 中 条 長澤　宗久 75 直　　樹
 〃 川口　匡豁 75 美　　春
 〃 川口志津子 91 友　　之
 大　久　保 大久保惠美子 79 一　　春
 長　　　沢 内田たづ江 63 聰
 〃 山下　　孝 82 敬　　七
 〃 安𠩤　豊子 91 欣　　一
 大　　　椚 市川　健一 94 佐久間淳一
 〃 川住ふじゑ 89 山下美文
 青　柳　町 石井　豊子 91 誠
 〃 渡邉ふじ子 95 直　　樹
 平　　　林 手塚 江子 92 太　　志
 鰍　沢　北 河住　文雄 75 圭　　子
 鰍　沢　中 海野八重子 78 利　　彦
 〃 山本重次郎 83 小林英裕
 五　　　開 笠井　武雄 79 澄　　子
 〃 依田 め子 90 利 太 郎

ひとのうごき（ 9月 1日現在）

人　口 16,624 人 （－ 31）
　男 8,041 人 （－ 13）
　女 8,583 人 （－ 18）
世　帯 6,278 戸 （＋  3） ※ (　)内は対前月比

道路上に伸びた樹木の剪定および
雑草の除草のお願い

　道路や歩道への枝の張り出しや倒木により、歩行者や自動
車および緊急車両の通行に支障となる場合があります。
　歩行者及び自動車等の通行や、強風や大雨時の安全確保の
ため、樹木の伐採及び除草等にご協力をお願いします。

1 　次のような状況が見られる土地の所有者の方は、樹木の
剪定等をお願いします。

　・道路、歩道へ樹木が張り出している。
　・ 枯れ木、折れ木などによる通行への支障がある、または
その恐れがある。

　・ 竹林の繁茂による通行障害がある、またはその恐れがあ
る

　・雑草が公道上に伸び、通行障害がある。見通しが悪い。
　※ 樹木の倒木等が原因で歩行者や自動車等に事故が発生し
た場合は、樹木の管理者の責任が問われる場合がありま
す。

2　作業時の注意事項
　・ 電線、電話線がある箇所の作業は危険を伴う場合がある
ので、最寄りの東京電力㈱またはNTT に連絡し、立会
いのもとに行って下さい。

　・ 作業にあたり、通行車両、自転車および歩行者の安全確
保と、樹木からの転落防止等には十分ご注意下さい。

◆問い合わせ先　建設課土木担当　☎ 22－7203

住民基本台帳カード無料交付は
平成25年3月31日まで !!

　住基カード（住民基本台帳カード）を平成 25 年 3 月 31
日まで手数料無料で発行しています。住基カードは、コンビ
ニで住民票の写しや印鑑登録証明書の交付サービスを利用す
る際に必要となる、便利なカードです。
　また、住民基本台帳カード普及キャンペーンの一環として
日曜窓口を開設しています。ぜひこの機会にご利用ください。

【日　時】　　10月 14日・28日（日）
　　　　　　午前 9時～午後 4時

　　　　　　※正午～午後 1時は除く
【場　所】　　富士川町役場本庁舎

日曜発行窓口

※ 広報 9月号でP13 手数料無料交付期限が平成 25年 3月 3
日となっていたのは誤りです。正しくは、平成 25 年 3月
31 日までです。また、「法廷代理人」は「法定代理人」と
訂正しお詫び申し上げます。

◆問い合わせ先　町民生活課戸籍担当　☎ 22－7208
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つまようじ32万本の大壁画。増穂中全校生徒ひとりひとりの力の結集し完成させました。
（9月 8日・9日紅葉祭）

0 歳～ 3 歳くらいまでのおこさまの写真を募集しています。

高野　悠
ゆう
斗
と

くん
（11カ月・青柳町）

父　淳也さん・母　幸栄さん

河澄　莉
り
生
く

くん
（ 2歳・天神中条）

父　正彦さん・母　友紀子さん

飯久保　亨
りょう

くん　　飯久保花
か
朋
ほ

ちゃん
（ 4歳、1歳 9カ月・鰍沢北）
父　貴之さん・母　敦子さん

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp
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